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要 約 

 

 2012 年度からデュロック種の系統造成を開始し，2016 年度に造成を完了した。 

基礎豚は，他県などの系統豚及び県内外の種豚，所内飼養種豚及びアメリカからの輸入凍結精液か

ら生産した種豚を供用した。系統造成は，集団の規模を雄 10 頭，雌 40 頭とし，閉鎖群で改良した。

選抜形質と改良目標は，雄の 1 日平均増体重(DG)を 1,000g，飼料要求率(FCR)を 2.9，筋肉内脂肪含

量(IMF)を 5.0％とした。また，肢蹄の強健性及び体型についても改良した。 

 第五世代の選抜豚（雄 17 頭，雌 46 頭）の成績は，DG が 964ｇ，FCR は 3.01，IMF は 5.12％であっ

た。 

2016 年 12 月に，系統名「ローズＤ－１」として，系統認定された。 

    キーワード 系統造成，系統豚，産肉能力，筋肉内脂肪含量，育種価 

 

 

         

緒 言 

 

 本県は全国に先駆け，1970 年にランドレー

ス種の系統造成を開始し，1979 年にはわが国

第 1 号の系統豚として「ローズ」が認定され

た。 

 その後も，大ヨークシャー種「ローズＷ－

１」（認定年：1987 年），ランドレース種「ロ

ーズＬ－２」（同：1994 年），大ヨークシャ

ー種「ローズＷ－２」（同：2003 年），ラン

ドレース種「ローズＬ－３」（同：2011 年）

の雌系の系統造成 1),2),3)に取り組んできた。 

 これらの系統豚は，本県を代表する銘柄豚

肉である「ローズポーク」などの高品質豚肉

生産の基礎豚として県内で広く利用され，高

く評価されているところである。  

 しかし，近年の豚肉情勢は，グローバル化

の進展による輸入豚肉との競争が予想され，

さらに国産豚肉市場においても厳しい産地

間競争が予想されている。そのような情勢の

中，本県の豚肉が，消費者に継続的に選ばれ

ていくためには，本県独自の特徴を持った豚

肉を生産する必要がある。    

これらの背景を受け，雄系であるデュロッ

ク種について，筋肉内脂肪含量（IMF）の向上

に主眼を置いた系統造成を実施した。 

 

 

        材料及び方法 

 

１ 全体計画 

表 1 に基礎豚の構成を示した。2011 年度

に基礎豚となる種豚を収集し，他県等の系

統豚及び県外の種豚，所内生産豚で構成し

た雄 13 頭，雌 47 頭を基礎豚の集団とした。

所内生産豚は，他県等の系統豚及び県内外

の種豚，米国の IBS 社製造の凍結精液によ

り生産した。 

2012 年度から第一世代の生産，選抜，交

配を実施し，以降は，閉鎖群により一年一

世代でこのサイクルを繰り返し，2016 年度

の第五世代で系統造成を完了した。 
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２ 基本計画 

系統造成の基本計画を表 2 に示した。集

団の規模は，閉鎖群で雄 10 頭，雌 40 頭と

した。交配は 10 月から 11 月にかけて実施

し，2 月から 3 月にかけて分娩を集中させ

た。 

交配計画は，血縁係数が低い組み合わせ

を優先したが，最終世代までにすべての個

体間に血縁関係ができるよう計画した。ま

た，各世代で雄 1 頭当たり雌 4 頭の割合で

交配を実施した。 

 

３ 飼養管理 

給与飼料を表 3 に示した。一次選抜豚の

飼料は体重 30kg から豚産肉能力検定実務

書 4)に準じ，豚産肉能力検定飼料を給与し

た。 

豚の管理は，雄は 1 頭，雌は 2 頭で 1 豚

房とした。調査豚は 5 頭程度の群飼とした。 

  子豚と繁殖豚の衛生管理については，表

4 のとおり行った。また，離乳は 4 週齢で

行った。 

表2　系統造成の基本計画

項目 出生 一次選抜 二次選抜 交配 分娩

月 2～3月 4～6月 8～10月 10～12月 2～3月

体重（kg） 30 105

雄（頭） 160 40 10 10

雌（頭） 160 80 40 40 40

調査豚（頭） 雌40 去勢40

表3　給与飼料の成分

区分 飼料区分 給与期間 TDN DCP

子豚 餌付け用 生時～3週齢 88％以上 24％以上

子豚前期用 3週齢～5週齢 84％以上 22％以上

子豚中期用 5週齢～8週齢 77％以上 19％以上

子豚後期用 8週齢～30kg 77％以上 17％以上

育成豚・調査豚 産肉能力検定用 30kg～105kg 75％以上 14％以上

種豚 種豚用 105kg～ 70％以上 12.5％以上

表1　基礎豚の構成

導入先等（系統名） 雄（頭） 雌（頭）

宮城県（しもふりレッド） 1 1

静岡県（フジロック 1 2

愛知県（アイリスナガラ） 1 1

家畜改良センター（ユメサクラ） 1 1

全農（Ｄ－０１） 2

県外農家 1

所内生産豚 9 39

　導入系統豚による生産 4 22

　県内導入豚による生産 1 6

　県外導入豚による生産 1 4

　IBS社輸入精液による生産 3 7

合　計 13 47

内訳

表4　子豚と繁殖豚の衛生管理

豚

子豚

繁殖豚

＊育成時にイベルメクチン給与，軟便や下痢症状には乳酸菌製剤を給与

薬品名 接種時期

豚丹毒生ワクチン

生時

生時

1週齢

5週齢,10週齢

6～7週齢

萎縮性鼻炎（AR)

鉄剤（注射）

乳酸菌製剤（経口）

MPS不活化ワクチン

APP６価不活化ワクチン

AD生ワクチン

AR不活化ワクチン

下痢

分娩前2ヵ月,分娩前1ヵ月

分娩前8週,分娩前2週

12週齢

豚マイコプラズマ肺炎（MPS)

豚アクチノバチラス感染症(APP)

豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢 TGE／PED混合生ワクチン

貧血

豚丹毒

オーエスキー病（AD)

疾病
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４ 選抜形質の調査 

  一次選抜豚の DG 及び FCR は，30kg から

105kg 間で測定した。 

IMF については，同腹，同性別の調査豚の

測定値とした。測定方法は，左側のロース芯

の 5 カ所からサンプリングし，自動式脂質抽

出機（オートファテックス，(株)なかやま理

化学製作所）により脂肪量を測定した。 

 

５ 選抜形質及び改良目標，育種価の算出 

  選抜形質と改良目標値を表 5 に示した。選

抜形質は，DG 及び FCR，IMF の 3 項目を設定

した。 

    第二世代以降から遺伝的パラメーターを

推定し，アニマルモデルの BLUP 法による育

種価を算出 5)した。遺伝的パラメーターは，

鈴木ら 6)，M.A.Hoque ら 7),8)，K.Suzuki ら 9）

の数値を参考に設定した。 

 

６ 選抜形質の育種価と推定総合育種価 

  一次選抜は体重 30kg 時点で実施し，発育，

体型，肢蹄等が良好な個体を 1 腹当たり雄 1

頭，雌 2 頭を選抜した。また，IMF 測定用調

査豚を一腹当たり去勢 1 頭，雌 1 頭選抜し

た。 

  二次選抜は，第一世代は選抜指数法により

選抜した。改良目標量と遺伝的パラメーター

により選抜指数式を作成した。第二世代以降

は，各個体の推定総合育種価を算出し，これ

を元に肢蹄が強健で体型が充実した個体を

選抜した。 

推定総合育種価の算出式は，第三世代の選

抜時点で，最も改良を重視した IMF が，最終

世代である第五世代で 5%に到達することが

困難と判断したため，第四世代で変更した。

第四世代の希望改良量は，DG 及び FCR を 0，

IMF を 1.6%に設定した。第四世代で行った算

出式の変更により IMF の改良に一定の効果

が認められたことから，第五世代では算出式

を再度見直した。第五世代の希望改良量は，

DG を 70g，FCR を-0.01，IMF を 1.1%に設定

した。推定総合育種価の算出は，以下の式に

より算出した。 

 

（推定総合育種価の算出式） 

第二，三世代 

     Ĥ＝ 0.009538×BV(DG)－28.681068×BV(FCR)＋ 8.192307×BV(IMF) 

 

第四世代 

     Ĥ＝-0.039530×BV(DG)－21.379551×BV(FCR)＋12.204997×BV(IMF)  

 

第五世代 

  Ĥ＝ 0.005456×BV(DG)－13.044217×BV(FCR)＋ 6.795134×BV(IMF) 

表5　系統造成の選抜形質と改良目標値

選抜形質 改良目標値 第一世代育成群の平均 備考

1日平均増体重（g/day） 1000 907 雄

飼料要求率 2.9 2.95

筋肉内脂肪含量（%） 5 3.81

選抜形質 1日平均増体重 飼料要求率 筋肉内脂肪含量

1日平均増体重 0.49 -0.10 0.23

飼料要求率 -0.25 0.27 0.21

筋肉内脂肪含量 0.14 0.45 0.39

表6　遺伝的パラメーター

対角：遺伝率，対角下：遺伝相関，対角上：環境相関
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結果及び考察 

 

１ 選抜形質の推移 

    表 7 に世代別の表型値の選抜成績を，図 1

から図 3 に選抜形質の表型値の推移を示し

た。 

DG は，第四世代及び第五世代で，IMF の選

抜強度を高めたため，第三世代以降は横ばい

で推移した。最終的に，完成群で 964g であ

った。  

FCR は第一世代から横ばいで推移し，完成

群で 3.01 であった。 

IMF は世代を重ねるごとに上昇し，完成群

で 5.12%と，改良目標値の 5%に到達した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表7　世代別の選抜成績（表型値）
選抜形質 世代 性別    n   n'     P      M       M'       M''       D        s     i     rb

1日平均増体重 第一世代 ♂ 37 10 0.27 907.3 991.5 1024.1 84.2 93.9 0.90 0.72
♀ 73 48 0.66 795.8 826.2 839.4 30.4 80.6 0.38 0.70

第二世代 ♂ 36 10 0.28 868.2 941.6 967.7 73.4 87.7 0.84 0.74
♀ 63 43 0.68 791.1 813.7 833.4 22.6 78.4 0.29 0.54

第三世代 ♂ 38 10 0.26 896.3 999.5 1047.2 103.2 116.5 0.89 0.68
♀ 62 43 0.69 789.2 806.8 832.3 17.6 87.3 0.20 0.41

第四世代 ♂ 35 9 0.26 890.3 952.0 1006.3 61.7 82.9 0.74 0.53
♀ 68 46 0.68 782.4 787.5 818.3 5.1 63.8 0.07 0.14

第五世代 ♂ 36 17 0.47 914.0 964.0 992.3 50.0 97.8 0.51 0.64
♀ 69 46 0.67 789.0 814.1 834.7 25.1 83.4 0.30 0.55

飼料要求率 第一世代 ♂ 37 10 0.27 2.74 2.73 2.57 0.01 0.15 0.07 0.06
♀ 73 48 0.66 3.16 3.14 3.03 0.02 0.24 0.08 0.15

第二世代 ♂ 36 10 0.28 2.86 2.87 2.64 0.01 0.22 0.05 0.05
♀ 63 43 0.68 3.24 3.22 3.08 0.02 0.30 0.07 0.13

第三世代 ♂ 38 10 0.26 2.80 2.81 2.70 0.01 0.14 0.07 0.10
♀ 62 43 0.69 3.22 3.14 3.05 0.08 0.33 0.24 0.47

第四世代 ♂ 35 9 0.26 2.74 2.77 2.59 0.03 0.14 0.21 0.20
♀ 68 46 0.68 3.09 3.12 2.96 0.03 0.24 0.13 0.23

第五世代 ♂ 36 17 0.47 2.75 2.76 2.64 0.01 0.14 0.07 -0.09
♀ 69 46 0.67 3.12 3.10 2.97 -0.02 0.27 0.07 0.13

n: 育成群頭数, n': p: 選抜率(n'/n), M: 育成群の平均, M': 選抜群の平均, M'': 上位n'頭の平均, D: 選抜差(M'-M),
s: 標準偏差, i: 標準化された選抜差(D/s), rb: 切断型選抜からのずれ((M'-M)/(M''-M))
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２ 選抜形質の育種価と推定総合育種価 

  表 8 に世代別の育種価の選抜成績を，図 4

から図 6 に選抜形質の育種価の推移を，図 7

に推定総合育種価の推移を示した。 

  DG，IMF の育種価は，世代を重ねるごとに

上昇し，完成群の DG は 119.1，IMF は 1.04 で

あった。FCR の育種価は，第一世代から第五

世代まで改良効果が認められず横ばいで推

移した。 

  推定総合育種価は，世代を重ねるごとに上

昇し，第五世代で 7.70 であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8　世代別の選抜成績（育種価）
選抜形質 世代 性別   n    n'      P     M     M'     M''    D     s     i      rb

1日平均増体重 第一世代 ♂ 37 10 0.27 -0.42 49.91 61.03 50.33 46.47 1.08 0.82
♀ 73 48 0.66 -2.63 14.31 20.88 16.94 44.19 0.38 0.72

第二世代 ♂ 36 10 0.28 30.90 62.38 77.79 31.49 39.75 0.79 0.67
♀ 63 43 0.68 42.19 52.61 62.76 10.42 39.95 0.26 0.51

第三世代 ♂ 38 10 0.26 56.12 106.30 120.28 50.17 54.43 0.92 0.78
♀ 62 43 0.69 57.97 65.26 79.21 7.30 42.28 0.17 0.34

第四世代 ♂ 35 9 0.26 83.68 116.41 127.50 32.72 35.99 0.91 0.75
♀ 68 46 0.68 84.07 88.43 102.17 4.37 34.38 0.13 0.24

第五世代 ♂ 36 17 0.47 107.21 130.21 143.16 23.00 44.09 0.51 0.64
♀ 69 46 0.67 98.69 108.00 120.68 9.31 40.49 0.23 0.42

飼料要求率 第一世代 ♂ 37 10 0.27 0.002 -0.010 0.078 -0.012 0.065 -0.188 -0.160
♀ 73 48 0.66 0.007 0.000 0.049 -0.007 0.073 -0.094 -0.161

第二世代 ♂ 36 10 0.28 -0.003 -0.003 0.092 0.000 0.082 0.005 0.004
♀ 63 43 0.68 -0.010 -0.010 0.036 0.000 0.083 0.002 0.004

第三世代 ♂ 38 10 0.26 -0.003 -0.011 0.084 -0.009 0.072 -0.118 -0.098
♀ 62 43 0.69 0.000 -0.028 0.055 -0.028 0.110 -0.252 -0.511

第四世代 ♂ 35 9 0.26 -0.013 0.002 0.064 0.015 0.061 0.251 0.200
♀ 68 46 0.68 -0.020 -0.003 0.019 0.017 0.072 0.231 0.437

第五世代 ♂ 36 17 0.47 0.001 0.008 0.047 0.007 0.056 0.128 0.158
♀ 69 46 0.67 -0.004 -0.011 0.044 -0.007 0.090 -0.078 -0.146

筋肉内脂肪含量 第一世代 ♂ 37 10 0.27 0.00 0.31 0.60 0.31 0.52 0.59 0.51
♀ 73 48 0.66 -0.01 0.07 0.21 0.09 0.46 0.19 0.39

第二世代 ♂ 36 10 0.28 0.18 0.56 1.01 0.37 0.61 0.61 0.45
♀ 63 43 0.68 0.17 0.21 0.40 0.04 0.51 0.09 0.19

第三世代 ♂ 38 10 0.26 0.38 0.62 1.03 0.24 0.53 0.45 0.37
♀ 62 43 0.69 0.43 0.56 0.71 0.13 0.54 0.25 0.48

第四世代 ♂ 35 9 0.26 0.64 0.96 1.38 0.32 0.54 0.59 0.43
♀ 68 46 0.68 0.63 0.80 0.92 0.17 0.51 0.34 0.61

第五世代 ♂ 36 17 0.47 0.94 1.15 1.31 0.21 0.43 0.49 0.57
♀ 69 46 0.67 0.87 0.92 1.12 0.05 0.46 0.10 0.19

推定総合育種
価

第一世代 ♂ 37 10 0.27 0.09 2.51 4.87 2.41 4.08 0.59 0.51

♀ 73 48 0.66 0.06 1.04 1.77 0.98 3.52 0.28 0.57
第二世代 ♂ 36 10 0.28 1.90 5.26 8.22 3.36 4.86 0.69 0.53

♀ 63 43 0.68 2.05 2.50 4.38 0.46 4.57 0.10 0.20
第三世代 ♂ 38 10 0.26 3.75 6.43 9.17 2.36 4.61 0.58 0.50

♀ 62 43 0.69 4.06 6.01 6.43 1.95 4.88 0.40 0.82
第四世代 ♂ 35 9 0.26 4.81 7.12 12.57 2.31 6.00 0.39 0.30

♀ 68 46 0.68 4.76 6.36 7.79 1.60 5.58 0.29 0.53
第五世代 ♂ 36 17 0.47 6.96 8.42 9.41 1.46 2.85 0.51 0.60

♀ 69 46 0.67 6.52 6.99 8.08 0.46 3.06 0.15 0.30
n: 育成群頭数, n': p: 選抜率(n'/n), M: 育成群の平均, M': 選抜群の平均, M'': 上位n'頭の平均, D: 選抜差(M'-M),
s: 標準偏差, i: 標準化された選抜差(D/s), rb: 切断型選抜からのずれ((M'-M)/(M''-M))
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図5 飼料要求率の育種価の推移
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３ 血縁係数及び近交係数の世代変化 

  表 7 に血縁係数及び近交係数の世代変化

を示した。血縁係数及び近交係数とも緩やか

に上昇し，第三世代ですべての個体間に血縁

が認められた。第五世代で近交係数 3.60％，

血縁係数 15.66％と低く抑えられた。 

また，最終世代の近交累計標準化選抜差は

2.42 で，最小血縁係数は 6.41 であった。 

 

 

４ 系統豚の特徴 

系統造成が完了したデュロック種は，2016

年 12 月に系統豚「ローズＤ－１」として認定

された。「ローズＤ－１」の特徴は，体重 30kg

から 105kg 間の DG（雄）が 964g/日と高く，発

育に優れている。豚の体型は図 8 と図 9 に示す

とおり，幅及び深みがあり，肢蹄も太く，骨量

に富んだ種豚である。また，IMF が 5.12％と高

く，ロース芯に脂肪が入り，図 10 に示すとお

り霜降りの豚肉生産が可能である。

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表9　近交係数及び血縁係数の世代変化

項目 第一世代 第仁世代 第三世代 第四世代 第五世代

近交係数(%) 0 0 0.11 1.21 3.60

血縁係数(%) 2.37 5.47 8.98 12.62 15.66

図 10 系統造成途中世代豚を止め雄として生産した筋肉内脂肪含量 5%の三元豚のロース肉 

図 9 造成を完了した「ローズＤ－１」（雌） 図 8 造成を完了した「ローズＤ－１」（雄） 
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図6 筋肉内脂肪含量の育種価の推移
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丸山ら：デュロック種系統造成試験 
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